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平
成
30
年
10
月
21
日
㈰

に
三
重
県
支
部
総
会
を
桑
名

市
立
精
義
公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。４
名
の
参
加
で
し

た
。

　
議
案
は
す
べ
て
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、場

所
を
ハ
マ
グ
リ
料
理
で
有
名

な「
歌
行
燈
」へ
移
し
、懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
　   （
文
責
　
大
形
　
弘
）

　
平
成
30
年
６
月
９
日
㈯
午

後
４
時
か
ら
、伊
万
里
市
の

「
い
け
す
割
烹
　
山
平
」で

佐
賀
県
支
部
総
会
を
実
施

し
ま
し
た
。出
席
者
は
15
名

で
し
た
。

　
松
尾
支
部
長
の
挨
拶
の
あ

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
組
織
部
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

埼
玉
県
支
部  

顧
問

　

  

鎌

　子

　
　
　健

〒
225-

0005
　
横
浜
市
青
葉
区
荏
子
田
二-

六-

二

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
五-

九
〇
三-

一
八
二
一

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
広
報
部
長

　

  　

  

師

　田

　袈
裟
茂

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

         

〒
340-

0156   

埼
玉
県
幸
手
市
南
二-

十
九-

二
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
八
〇-

四
三-

〇
九
四
六

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
携
帯
〇
九
〇-

四
一
二
一-

六
三
五
〇

本
　
社
　
〒
114-

0015
　
東
京
都
北
区
北
中
里
一-

一
〇-

一
〇 

水
野
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
〇
三-

五
八
一
五-

二
二
一
五
㈹

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三-

五
八
三
四-

二
〇
〇
三

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

事
務
局
長 

日
本
大
学
経
済
学
部
校
友
会  

副
幹
事
長 

日
本
大
学
校
友
会
東
京
都
第
五
支
部  

板
橋
桜
門
会
幹
事
長

　
　
　
　

　
　   

　  

江

　﨑

　泰

　元

葵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

三 

重 

県 

支 

部 

総 

会

岡 

山 

県 

支 

部 

総 

会

長 

崎 

県 

支 

部 

総 

会
鹿 

児 

島 

県 

支 

部 

総 

会

奈 

良 

県 

支 

部 

総 

会

　
平
成
30
年
度
日
本
大
学

校
友
会
奈
良
県
支
部
総
会

は
、６
月
９
日
㈯
橿
原
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
か
ら
改
名
し
た

THE KASHIHARA

で
開
催

し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ル
日
本
大
学
校
友
会

奈
良
県
支
部
と
共
に
総
会
を

す
る
の
は
今
回
で
３
回
目
で

す
が
、通
信
教
育
部
か
ら
は

４
名
の
出
席
で
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、日
本
大
学
の

池
村
正
道
副
学
長
と
校
友
会

本
部
事
務
局
の
有
賀
稔
校
友

課
長
、通
信
教
育
部
校
友
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
津
村
氏
代

行
の
矢
田
健
一
郎
氏
を
含
め

33
名
の
参
加
者
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
総
会
は
、信
貴
山

の
総
本
山
朝
護
孫
寺
で
日
大

卒
業
生
玉
蔵
院
ご
住
職
の
野

澤
密
孝
氏
の
講
演
で
し
た

が
、本
年
は
日
大
校
友
井
上

天
極
堂
の
代
表
取
締
役
井
ノ

上
省
吾
氏
の
講
演
で
す
。

　
奈
良
県
特
産
の
吉
野
葛
の

魅
力
と
摩
訶
不
思
議
な
効
用

を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　「
薬
」と
は
葛
を
な
ま
っ
た

言
葉
で
、昔
か
ら
万
能
薬
と

し
て
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
、

奈
良
で
は
風
邪
を
ひ
い
て
、

食
欲
が
な
く
な
る
と
葛
湯
を

作
っ
て
食
べ
て
い
た
そ
う
で
、

我
が
家
で
は
、葛
湯
は
体
が

温
ま
り
風
邪
で
な
く
て
も
常

食
し
て
い
ま
す
。不
思
議
な

こ
と
に
脱
毛
に
も
効
果
が
あ

る
そ
う
で
、実
際
、井
ノ
上

さ
ん
の
髪
は
黒
々
ふ
さ
ふ
さ

で
顔
の
色
つ
や
も
よ
く
、吉

野
葛
の
力
を
全
員
が
納
得
し

ま
し
た
。「
も
っ
と
早
く
教
え

て
も
ら
っ
て
い
た
ら
な
」と
頭

を
な
で
な
が
ら
の
苦
笑
い
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
漏
れ
て
い

ま
し
た
。今
で
は
、海
外
へ
の

輸
出
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。高
級
食
材
で
す

が
、昨
今
の
安
全
・
安
心
の

食
材
は
人
気
が
出
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
奈
良
県
出
身
の
校
友
生
の

活
躍
は
目
を
見
張
り
ま
す
。

信
貴
山
の
玉
蔵
院
の
野
澤
密

孝
さ
ん
、近
藤
豆
腐
店
の
近

藤
芳
嗣
さ
ん
は
、桜
縁
32
号

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。奈

良
に
来
ら
れ
る
折
に
は
立
花

に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

ご
案
内
し
ま
す
。

　
総
会
の
後
は
懇
親
会
が
あ

り
、校
友
生
は
、各
々
の
活

躍
の
近
況
報
告
と
宣
伝
、声

高
ら
か
に
校
歌
斉
唱
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　
魅
力
的
な
奈
良
を
深
く

知
る
機
会
で
も
あ
る
の
で
、

他
府
県
か
ら
で
も
是
非
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　   （
文
責
　
立
花
　
初
代
）

　
岡
山
県
支
部（
岡
山
桜
信

会
）総
会
は
、平
成
30
年
６

月
17
日
㈰
、岡
山
県
後
楽
園

内
の
観
騎
亭
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、安
藤
豊
支
部

長
・
安
部
道
宏
・
村
野
陽
洽
・

髙
橋
和
美
・
大
黒
圭
子
さ
ん

の
５
名
で
し
た
。

　
総
会
は
、安
藤
支
部
長
か

ら
全
国
総
会
参
加
の
報
告
が

あ
り
、続
い
て
岡
山
桜
信
会

の
活
動
報
告
・
会
計
報
告
と
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、夏
の
島
根
県
で
開

催
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
へ

の
参
加
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

　
議
事
終
了
後
は
、名
物
の

〝
お
庭
弁
当
〞を
味
わ
い
な

が
ら
、懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
参
加
者
が
少
な

く
、次
回
は
若
い
メ
ン
バ
ー

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、活

動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　   （
文
責
　
村
野
　
陽
洽
）

愛 

媛 

県 

支 

部 

総 

会

　
平
成
30
年
度
愛
媛
県
支

部
総
会
が
、９
月
２
日
㈰
13

時
30
分
よ
り
松
山
市
の「
え

ひ
め
共
済
会
館
」で
開
催
さ

れ
た
。

　
山
﨑
支
部
長
よ
り
開
会

挨
拶
で
７
月
の
豪
雨
災
害
に

よ
る
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。い
ま
だ
に
Ｊ
Ｒ
も
不

通
の
状
況
で
あ
り
、南
予
地

方
の
み
か
ん
山
も
被
害
が
大

き
く
、現
在
復
旧
活
動
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
長

期
間
作
業
が
続
く
と
思
わ
れ

る
。更
に
台
風
21
号
も
心
配

な
状
況
に
あ
る
。

　
今
回
の
総
会
も
出
席
予
定

者
が
体
調
不
調
に
よ
り
２
名

の
欠
席
者
が
あ
り
、残
念
だ

が
少
人
数
で
の
開
催
と
な
っ

た
。配
布
資
料
に
基
づ
き
議

案
審
議
し
、全
議
案
了
承
の

後
、懇
親
会
に
て
、お
互
い
の

近
況
報
告
を
交
え
な
が
ら
、

今
後
の
支
部
活
動
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
。会
員
の
高
齢

化
に
よ
り
退
会
者
は
年
々
増

加
し
、ま
た
体
調
不
良
に
よ

り
活
動
も
困
難
と
な
る
者
が

多
く
、更
に
平
成
の
卒
業
者

は
校
友
会
に
加
入
す
る
人
が

少
な
く
、今
後
の
支
部
活
動

も
先
行
き
不
安
で
あ
り
、何

ら
か
の
工
夫
を
し
て
活
性
化

を
図
る
事
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。多
く
を
望
め
な
い
が
、

せ
め
て
今
の
メ
ン
バ
ー
で
も

元
気
で
取
り
組
ん
で
ゆ
こ
う

と
励
ま
し
合
っ
て
、来
年
の
再

会
を
約
し
、16
時
散
会
し
た
。

　   （
文
責
　
山
﨑
　
孝
明
）

　
平
成
30
年
10
月
６
日
㈯

に
は
、台
風
25
号
が
長
崎
県

五
島
列
島
沖
を
通
過
、韓
国

の
南
部
に
上
陸
す
る
な
ど

大
荒
れ
の
天
気
、翌
10
月
７

日
㈰
は
台
風
一
過
の
青
空

で
、「
長
崎
く
ん
ち
」の
シ
ャ

ギ
リ
の
音
が
響
く
中
、長
崎

市
の
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で
支

部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、平
成
29
年
度

の
活
動
報
告
と
会
計
報
告
、

監
査
報
告
が
な
さ
れ
、承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、次
年
度
に
は
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が
、長
崎
県

で
予
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の

対
応
に
つ
い
て
も
協
議
、折

角
、九
州
各
地
か
ら
お
見
え

に
な
る
人
達
を
お
迎
え
す
る

為
、ぜ
ひ「
長
崎
く
ん
ち
」

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば

と
、前
日
の
10
月
６
日
に
支

部
総
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、閉

会
し
ま
し
た
。

     （
文
責
　
原
田
　
尚
登
）

と
議
事
に
入
り
、①
平
成
29

年
度
事
業
経
過
報
告
及
び

決
算
報
告
、②
会
計
監
査
報

告
、③
役
員
改
選（
案
）、④
平

成
30
年
度
事
業
計
画（
案
）

及
び
予
算（
案
）に
つ
い
て
審

議
。原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
審
議
の
中
で
、こ
こ
数
年

来
の
課
題
で
も
あ
る
が
、高

齢
化
等
で
会
員
が
減
少
し
て

お
り
、新
た
な
会
員
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
と
の
意
見
が

出
ま
し
た
。し
か
し
、個
人

情
報
の
関
係
で
卒
業
生
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
で
、新

規
会
員
を
募
る
こ
と
が
出
来

な
い
現
状
の
中
、各
人
に
よ

る
情
報
収
集
や
オ
ー
ル
日
大

校
友
会
県
支
部
と
も
連
携
を

と
り
、卒
業
生
の
把
握
に
努

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。ま

た
、支
部
長
か
ら
今
年
度
鹿

児
島
県
で
開
催
予
定
の
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
へ
の
出
席
要

請
が
あ
り
、閉
会
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
の
席
上
、松
尾

支
部
長
か
ら
伊
藤
彰
啓
氏

に
、日
本
大
学
通
信
教
育
部

校
友
会
の
鈴
木
勝
会
長
か
ら

の
表
彰
状
と
記
念
品
の
授
与

　
平
成
30
年
度
鹿
児
島
県

支
部
総
会
を
７
月
28
日
㈯
、

鹿
児
島
市
の
郷
土
料
理
さ
つ

ま
路
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、校
友
７
名
が

出
席
し
、平
成
29
年
度
の
事

業
報
告
及
び
決
算
・
会
計
監

査
報
告
、平
成
30
年
度
事
業

計
画
と
予
算
案
に
つ
い
て
、

古
市
支
部
長
か
ら
報
告
、審

議
の
結
果
、原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
校
友
の
近
況
報
告

で
、諏
訪
下
優
顧
問
が
逝
去
、

外
に
２
名
の
校
友
が
高
齢
の

為
逝
去
さ
れ
た
こ
と
の
報
告

を
行
っ
た
。

　
午
後
は
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
に
参
加
の
為
、来
鹿
の

校
友
と
市
内
観
光（
西
郷
ど

ん
大
河
ド
ラ
マ
館
、西
郷
隆

盛
洞
窟
、城
山
）を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
、

県
外
の
校
友
と
夜
11
時
頃
ま

で
、二
次
会
を
天
文
館
に
移

動
し
て
親
睦
を
深
め
た
。

　
西
郷
隆
盛
洞
窟
で
は
、地

元
鹿
児
島
市
を
ご
婦
人
が
孫

の
夏
休
み
宿
題
の
た
め
訪
問

中
で
、西
郷
の
西
南
戦
争
の

経
緯
、西
南
戦
争
で
各
地
を

転
戦
し
た
後
、官
軍
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
西
郷
と
側
近
た

　
　
　  

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

〒
183-

0046
　
府
中
市
西
原
町
二-

二
九-

一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
二-

五
〇
二-

〇
〇
九
三

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

相
談
役

　

  　

  

白

　戸

　忠

　志

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〒
760-

0068
　
香
川
県
高
松
市
松
島
町
三-

二
三-

一
七

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
八
七-

八
六
一-

五
五
六
四

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

相
談
役

日
本
棋
院
七
段
・
公
認
審
判
員

　

  　

  

尾

　上

　勝

　美

〒
779-

3105
　
徳
島
県
徳
島
市
国
府
町
東
高
輪
二
〇
八-

二

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
〇
八
八-

六
四
二-

四
六
四
八

　
　
　
　
　
　
　
携  

帯  

〇
九
〇
ー
一
五
七
〇
ー
一
七
三
五

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会

　相
談
役

徳
島
市
文
化
協
会

　副
会
長

短
歌
結
社
「
徳
島
短
歌
」
顧
問

『
徳
島
老
友
新
聞
』
歌
壇
選
者

本
田
ま
も
る
歌
集
「
大
河
の
風
」
ネ
ッ
ト
販
売
中

　

  

本

　田

　
　
　守

佐   

賀   

県

支 

部 

総 

会

が
あ
り
ま
し
た
。伊
藤
氏
は

現
在
、当
支
部
の
顧
問
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、当
支
部

の
発
足
に
も
貢
献
さ
れ
、ま

た
多
年
に
わ
た
り
県
支
部
長

と
し
て
も
校
友
会
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
受
賞
を
皆
で
称
賛
の
拍
手

で
祝
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、懇
親
会
で
親
睦

を
深
め
、次
回
行
事
で
の
再

会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し

た
。

　
　 （
文
責
　
太
田
　
勝
一）


